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令和 3 年度 子どもの居場所づくり推進事業 

事 業 計 画 書 

団体名（さだ子ども食堂実行委員会） 

１．事業の内容 

1 事業の目的 

☑ 家で 1 人で食事をとる、夜遅くまで１人で過ごすといった環境にあるな

ど、家庭的に様々な課題のある子どもたちが、食事の提供を通じ、地域で安心

して過ごせるための居場所づくりに取り組みます。 

1人で食事をしなければならない子ども達に、地域住民の目が届くとこ 

ろで、手作りの温かい食事を提供します。 

②取り組みの内容 

 

（次ページに続く） 

 

１．事業の名称 

  （さだ子ども食堂） 

 

２．スタッフ数 

  （9人） 

 

３．実施場所 

  （利用施設名 枚方市立蹉跎生涯学習市民センター） 

  （利用施設住所 枚方市北中振 3-27-10） 

 

４．準備食数（区分と食数） 

  ・区分 ※以下のどちらかの記号に○をしてください。 

    A：実施１回の子どもへの準備食数を２０食以上の規模で運営 

    Ｂ：実施１回の子どもへの準備食数を２０食未満の規模で運営 

   ・実施１回の子どもへの準備食数 （30食） 

 

５．利用定員（１回あたり） 

  （ 約 40人 ） 

 

６．事業開始（予定）日 

  （2020年4月 15日） 

 ※現在、同様の取り組みを既に実施されている場合は、その開始された

日を記入してください。 

 

７．実施日 

  （毎月第 3水曜日） 

 

８．実施時間 

（午後 5時～午後 7時） 

 

９．利用者等からの問い合わせ先（市ホームページなど公開用） 

  電話：090-9706-2636 

  FAX：072-835-0319 

  E メール：Yo4ko.mori@ezweb.ne.jp 

 

 

mailto:Yo4ko.mori@ezweb.ne.jp
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②取り組みの内容 

 

（前ページの続き） 

１０．食材の調達方法 

   可能な限り地域住民や青果店からの寄付により食材を賄い、一部は

市の補助金を活用しながら購入します。 

 

１１．食事の内容 

  子どもの好きなカレーやハンバーグなど、手作りで温かい食事を提供

できるように心掛けます。                              

                              

１２．利用者負担 

  中学生以下は無料、高校生・大学生は 1食 300 円、 

大人は 1食 500円を徴収します。 

 

１３．食事提供以外の取り組み 

  学習や、子どもの楽しめることに取り組みたいと考えています。 

 

                                

3 安全管理の考え方 

1 食の安全（保健所指導）と新型コロナの感染対策のダブル対応を図り

ます。 

② 参加者・見学者らすべての来場者の名前と連絡先を把握して、追跡が

確実に行えるようにしています。 

③ 枚方市市民公益活動補償保険に加入します。 

4 情報発信の考え方 

1 子ども食堂のチラシを蹉跎校区コミュニティ協議会の協力を得て、自

治会掲示板に貼って頂きます。 

2 子ども食堂のチラシを蹉跎小学校（校長）に持参して、児童持が持ち

帰るようにします。 

5 事業の継続に関す

る考え方 

スタッフは、無理がなく、楽しくボランティア活動が出来る様に心掛けま

す。 

6 団体の活動実績 

昨年 2020 年 2 月に団体を立ち上げて、4 月からスタートの予定でし

たが、新型コロナウイルス禍で６ヶ月間の休止、１０月１１月の開催（２

回）、１２月から再び休止が続いています。 

 ２回の開催は、１０月（１回目）１８人（中学生以下１３人）、１１月

（２回目）２７人（中学生以下２１人）と参加者は増える傾向を感じてお

りました。 

⑦自由記入 

（その他提案等があれ

ば） 

1 コロナ対策で、食堂の机配置は同じ方向（教室と同じ）に座り、対面

対話が出来ない様にしています。スタッフと子ども達との対話も、マ

スク越しで短くしているのが辛いです。 

2 運営団体のモチベーションが下がらない対策の必要を感じています。

コロナ時代なので、リモートによる各団体間の意見交換や講習会を開

催は如何でしょうか。 

3 市役所・校区コミュニティ協議会・小学校との連携を密にします。 
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２．実施のスケジュール 

 実施予定回数 実施の概要 

４月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

21日（第 3水曜日）夕食の提供  

          

５月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

19日（第 3水曜日）夕食の提供 

          

６月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

16日（第 3水曜日）夕食の提供  

     

７月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

 21 日（第 3水曜日）夕食の提供 

     

８月 

実施予定回数 

 

  1 回 

18日（第 3水曜日）夕食の提供  

     

９月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

15日（第 3水曜日）夕食の提供 

     

１０月 

実施予定回数 

 

  1 回 

20日（第 3水曜日）夕食の提供  

     

１１月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

17日（第 3水曜日）夕食の提供 

     

１2 月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

15日（第 3水曜日）夕食の提供 
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 実施予定回数 実施の概要 

１月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

19日（第 3水曜日）夕食の提供  

          

２月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

16日（第 3水曜日）夕食の提供 

          

３月 

実施予定回数 

 

  １ 回 

16日（第 3水曜日）夕食の提供  

 

実施予定回数（補助対象となる回数：週１回が上限）の年度合計 

 

     １２   回・・・・① 

 

３．計画に基づく申請補助額 

運営経費 

※上記①の回数に、準備食数の区分が「Ａ」の場合は、７，０００円、「Ｂ」の場合は、 

５，５００円を乗じた金額 

 

金 ８４，０００    円 ・・・・・ （１） 

 

初期経費（新たに補助金の交付を受ける団体のみ） 

 

金          円 ・・・・・ （２） 

 

合計 ・・・・・・・・・・ （１）＋（２） 

 

金 ８４，０００    円 
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令和３年度 子どもの居場所づくり推進事業 

 収 支 予 算 書 
 

団体名（さだ子ども食堂実行委員会） 

運営経費 

収 入                  

項 目 予算額 内 訳 

市補助金 84,000円 12回×7,000円 

参加費 
（高校生以上の参加者からの徴収金） 

60,000円 10 人／回×12 回×500 円 

その他収入金 

（団体自己資金、寄付金等） 
２6,000円  

合 計 1７0,000 円  

 

支 出                  

 予算額 内 訳 

食材費 120,000円 12回×10,000円 

消耗品費 6,800円  

備品購入費 円  

謝礼金 36,000円 12回×3,000円 

使用料・賃借料 円  

光熱水費 円  

保険料 円  

印刷費 3,600円 月 300円×12ヶ月 

通信費 3,600円 月 300円×12ヶ月 

修繕費 円  

食品衛生責任者となる
ための講習の受講料 円  

合計 170,000円  


